

































































































































































































　　本調査は，1957 年に R.B.Cattel 及び I.J.Scheier によって作成されたAnxietyScale
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た結果，固有値 1以上の因子は 1因子であったため，1因子を採用した。固有値は 4.964，
寄与率は 62.1％，すべての項目の負荷量は .697 以上，α＝ .912 であった。因子負荷量






















学校適応度 得点範囲 人数 全体の比率 平均値 標準偏差
上位群 12 以上 20 12.70％ 5.50 1.96
下位群 4以下 16 10.20％ 8.06 1.65







上位群 20 5.5 1.96
4.17＊＊＊ 2.73 2.03





学校適応度 不安 Q3 C L O Q4
平均値 8.35 6.61 6.59 5.79 6.98 6.31 5.82
SD 2.7 1.9 1.91 1.78 1.88 1.91 1.89
範囲（N） 0～15 1～10 1～10 1～10 1～10 1～10 1～10
最高（H） 15 10 10 10 10 10 10
最低（L） 2 2 1 1 1 1 1
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上位群 20 5.1 1.91
4.56＊＊＊ 2.73 2.03









上位群 20 5.6 2.26
287＊＊＊ 2.73 2.03
































上位群 20 4.85 2.06
3.49＊＊＊ 2.73 2.03
下位群 16 7.13 1.78
＊ｐ＜.05＊＊　　ｐ＜.01　　＊＊＊ｐ＜.001
〈Table 7〉　「学校適応度」と不安得点及び５つの一次因子との関係（相関関係）
Q3 C L O Q4 不安
学校適応度 －0.23＊＊ －0.15 －0.34＊＊＊ －0.09 －0.3＊＊＊ －0.32＊＊＊
＊ｐ＜.05　　＊＊ｐ＜.01　　＊＊＊ｐ＜.001
―114―






























































適応度」下位群 16 名のうち，教師への従順さをみる 4つの質問のところで差が見られた。
5点が最高，0点が最低の幅で教師への従順さが測定されるが，「学校適応度」下位群の生
徒は，16 名中，0点が 4名，1点が 11 名，2点が 1名で平均が 0.81 点であった。一方，
教師が抽出した「指導上注意を要する生徒」17 名は，1点が 4名，2点が 4名，3点が 4名，
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〔抄　録〕
　本論文は，文部科学省生徒指導提要が，青年期は心の問題が起きやすい時期であり，特
に抑うつを訴える傾向が高いことから丁寧な把握を要すると論じることを踏まえ，抑うつ
と相関の高い不安を取り上げ，高い不安を感じている生徒の存在を明らかにするとともに，
教師の認知として見過ごしがちな生徒の傾向を明らかにすることとした。
　学校生活において規則等を守り，基本的生活習慣ができている言動，意欲的で，自主的
にものを考える言動，友人と友好的な関係を形成する言動，教員に従順な心情で学校生活
を過ごしているという 4観点から「学校適応度」尺度を作成し，この上位群と下位群の生
徒の不安測定検査（CAS）の結果をｔ検定した。その結果「学校適応度」下位群の生徒
は有意に不安が高いことが明らかになった。また，「学校適応度」上位群の生徒は，教師
が学校適応状況にあるという認知とほとんど一致していたのに対して，「学校適応度」下
位群の生徒は，教員が学校適応していないと認識している下位生徒と 15％しか一致して
いなかった。このことから，教師の認知だけでは，認識しにくい生徒の中に不安が高い生
徒が存在することが明らかとなった。
―121―
川崎知已：中学校生徒の不安と学校適応状況との関係について
